
日本を「１」とした場合の米国及び欧州の比率

日本 米国
米国

（NASAのみ）
欧州

予算 1 14.0 6.1 2.4
予算

（JAXAのみ） 1 21.4 9.3 3.7
人員 1 24.0 10.3 5.9
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世界の宇宙機関の予算・人員の比較

ＪＡＸＡ  ：宇宙航空研究開発機構

ＮＡＳＡ ：米国航空宇宙局
DoD　　：米国国防総省

ＥＳＡ   ：欧州宇宙機関
ＣＮＥＳ：ﾌﾗﾝｽ国立宇宙センター
ＤＬＲ   ：ﾄﾞｲﾂ航空宇宙センター
ＡＳＩ　　：ｲﾀﾘｱ宇宙機関
ＢＮＳＣ：ｲｷﾞﾘｽ国立宇宙センター

NASA
約16,608

ESA　約3,626

CNES 約1,374

JAXA 約1,792

＊１　日本の予算は、2004年度予算。
＊２　米国の予算は、2004年度予算を
　　　2004年の為替レートで換算。
＊３　欧州の予算は、ESAの2004年度の予算、
　　　DLRの2003年度予算及びCNES、ASI、
　　　BNSC　の各2004年度予算からESAに
　　　対する拠出金を除いた額を、各々2003年
　　　又は2004年の為替レートで換算。
＊４　日本の人員は、2005年10月1日時点、
　　　NASAの人員は、2005年第4四半期、
　　　DoDの人員は、2000年度、
　　　欧州の人員は、各宇宙機関の人員数
　　　の2000年～2004年の公表値。

JAXA 1,648人

日本 米国 欧州

NASA
16,941人

CNES　約2,524人

ASI 約895

DLR 約686 BNSC 約22

※ 米国政府資料等を基に文部科学省
  研究開発局参事官付において作成

(予算・億円)            (人員・人) (予算・億円)           (人員・人) (予算・億円)             (人員・人)

ESA 約1,912人

DLR 約5,100人

ASI 約120人
BNSC 約50人

合計：約6,603

合計：約9,706人

その他 約939

DoD
約21,659

DoD
約22,600人

合計：約38,267 合計：39,541人

合計：約2,731

２０２０

（参考４）（参考４）
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静止トランスファ軌道
打上げ能力(t)

310746240～484706250～733289260全備重量(t)

5545.7～51.458.441.4839～715350全長(m)

欧州米国日本国名

ｿﾕｰｽＵ゙アリアンⅤアリアンⅣタイタンⅢデルタⅢ、ⅣH-ⅡAH-Ⅱロケット名

出典：『International Reference Guide To Space Launch Systems -4th Edition-』 (米国航空宇宙学会)、
『Commerical Space Transportation Quarterly Launch Report』 (米国連邦航空局) 等
打上げ能力は、『International Reference Guide To Space Launch Systems』による。

※ スペースシャトルの失敗は軌道投入の失敗をカウント（ペイロード軌道投入失敗、チャレンジャー事故を含む。コロンビア事故は含んでいない）。

各国のロケットの打上げ実績等の比較

※H-ⅡAは平成18年２月末現在、

その他は平成17年末現在
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宇宙技術の主なスピンオフ事例宇宙技術の主なスピンオフ事例

ダイヤカット缶
(宇宙工学研究上の構造設計技術)

高速鉄道の先頭車両設計
(ﾛｹｯﾄ打上げ時の爆風伝播ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)

円筒形の構造体に力が加
わって生じる変形パターン
の宇宙工学研究から生ま
れた「ダイヤカット缶」とよ
ばれるアルミ缶はトラス
(三角形の骨格構造)を立
体的に組み合わせた切子
細工のような独特の形の
加工が施されている

■ﾘﾆｱﾓｰﾀｰｶｰ、500系新幹線等がトンネルを通る際に起る
トンネル微気圧波を低減させるための先頭車両を設計・評価する
際に、宇宙技術を利用

建築用等の塗布式断熱材
(ﾛｹｯﾄの先端部(ﾌｪｱﾘﾝｸﾞ部)の断熱材技術)

これから事業展開拡大が期待できる主な例

軽量で熱制御性に優れ、
かつ優れた施工性を有して
おり、建築用の塗布式断熱
材として実用されたほか、電
子機器用の断熱材としての
活用が期待されている

自動車用ブレーキなど
(固体ロケットノズル材料のカーボン/カーボン複合材技術)

カーボン/カーボン複合材料技
術が自動車用ブレーキや電車
のパンタグラフ擦り板等への適
応が期待されている

■缶チューハイ「氷結」は、ダイヤカット缶によるデザインが好評で、
2001年の発売以降の3年半で約2500億円の売上規模に成長

ロケット打上げ時の万が
一事故に備え、事故が起
こった場合の爆風の強度
が遠方でどの程度減衰
するか地形の影響を含め
てシミュレーションするこ

とにより、保安距離の算
定に役立てている
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富士山富士山

阿蘇山阿蘇山

2.5m2.5m分解能による広範囲な立体視は、世界的快挙分解能による広範囲な立体視は、世界的快挙

地図作成地図作成
1/25,0001/25,000の地図を作製の地図を作製

３次元地図を作製３次元地図を作製

災害状況把握災害状況把握
地震、火災、噴火、重油流出などの大規模災害の状況地震、火災、噴火、重油流出などの大規模災害の状況
把握把握 →→ 情報提供による国際貢献情報提供による国際貢献

地域観測、資源探査地域観測、資源探査 等等
土地被覆、植生分布等の様々な環境状況の把握土地被覆、植生分布等の様々な環境状況の把握

宇宙からの継続観測に
よる正確な地図作製

宇宙輸送システムによる成果宇宙輸送システムによる成果
陸域観測技術衛星陸域観測技術衛星(ALOS)(ALOS)「だいち」による観測「だいち」による観測
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